
 

 

 令和６年 第７回米原市定例教育委員会 

 

 

日 時：令和６年７月 24 日（水） 午後１時 30 分開会 

場 所：米原市役所 ３－Ａ、３－Ｂ会議室 

 

 

  （出席者） 

     教 育 長：馬渕教育長 

     教 育 委 員：中川委員、本庄委員、膽吹委員、法戸委員、井口委員 

     教   育   部：口分田部長、髙木理事 

     教 育 総 務 課：梶田課長 

     学 校 教 育 課：北川課長 

     生 涯 学 習 課：平山課長 

     図 書 館：梶川館長 

     スポーツ推進課：横田課長 

     学 校 給 食 課：花部課長 

     書      記：奥村課長補佐、辻村 

 

 

１ 開 会  

 

２ 教育長挨拶 

   皆さんこんにちは。今朝、私が出勤してくるときに真っ黒の雲を見まして、生まれて

初めて見るような黒い雲で、それも２色に分かれていて、雨が降る前の鈍色の空という

言葉がありますが、あのようなものではなかったです。これは雹が降るのではないかと

思い恐る恐る運転していましたが、スコールのようなすごい雨になりまして、風も強く

て、駐車場の入口で駐車券を入れるだけで手がどぼどぼになるような状況でした。７月

１日に伊吹地区で土砂災害がありましたが、それ以降ずっと復旧が続けられて、おおよ

その土砂も取られ、砂防堰堤のポケットもほぼ元通りかそれ以上に取られたはずですが、

今日の雨でまたいっぱいになっている状況でもあります。そして、大久保地区では、突

風が吹いたと思われ、屋根が一部飛んだり、366軒が停電したりした状況です。今日の雨

で朝心配になって学校教育課長にこの雨の中、子どもたちの登校は大変だろうと言いま

したら、「大丈夫です、夏休みに入っています。」と言われて少し安心しました。けが人

等はなかったようですが、伊吹地区はそういう状況になっているので、今後が心配され

ますが、何とか対策ができればと考えているところです。また、現在は梅雨が明けて非

常に暑い夏になってきまして、熱中症警戒アラートが出ている状況ですので、中学生は

中体連の大会等をどうしているだろうと心配しています。県ブロック大会が終わり、県



 

 

大会があると思いますが、適切な対応をしていただけたらと考えています。 

先日、滋賀大学教育学部の学部長が来られて少し話をしました。湖北地域で教職員を

目指す学生が滋賀大学に少ないということでした。ほかの大学にいれば良いですが、滋

賀大学で少ないということは、ほかの大学でも少ないのではないかということです。か

つては、滋賀県の湖北地域の教員が多すぎて、南部の方に勤務しなければならない南進

人事というようなこともありましたが、最近はその反対で、南部の教員に北進して来て

もらわないといけないような状況になってきているようです。やはり湖北で育った人た

ちが教職に就いて、滋賀大学の方も言っておられました地域マインドをしっかり持った

教員が育てばということで、対策を練られているようです。詳しいことが分かればお伝

えしたいと思います。また、もうすぐオリンピックが始まります。子どもたちは夏休み

中ですので、試合を見て刺激を受けて、大きな夢を持って、自分を鍛える努力をしてく

れればと考えています。以上、最初の挨拶とします。 

 

３ 会議録承認 

   令和６年第６回定例会議事録 

 

４ 議案審議 

  議案第 41 号 令和７年度中学校教科用図書の採択について       【学校教育課】 

   （内容） 令和７年度から４年間使用する中学校各教科用図書を別紙のとおり、採択

することについて、委員会の議決を求めたいため、この案を提出するもので

す。 

 

― 以下、議案に基づき説明 ― 

 

  教育長   ： 説明を聞きながら教科書を見させていただきましたが、かつて私も白

表紙の段階やこういう教科書の段階で調査研究させていただいた経験が

ありますが、あの時は教科書を最初から最後まで見ればそれで良かった

のですが、これだけの QRコードが付いていますと調査研究が非常に大変

だなと思いました。教科書が 200 ページであるならば、そこに QR コード

で見ていく分をプラスするとその教科書の何倍にもなるのではないかと

思います。文部科学省の検定を取ったものにつきまして、合計 64 人のそ

れぞれの教科を指導している専門家に調査研究をしていただいて、選定

した案を提出していただいていますが、自分がかつて指導していた教科

以外もありますし、短時間ではなかなか難しいと思いますので、素人の

感想みたいになるかもしれませんが、ちょっとお聞きしたいところがあ

ります。歴史の教科書で、小学校の教科書もそうだったのですが、かつ

て私が自分で習ったときには日本史を習って、世界史を習ってというこ

とで、その関連が全然分からなかったです。日本でこれが起こっていた



 

 

ときに世界で何が起こっていたか、あるいは習っていること自体に集中

して時の流れの中で、その歴史的な事実を把握できなかったところもあ

るのですが、今日見せていただいた歴史分野の教科書には年表がかなり

のページで右端についていたと思うのですが、こういう工夫をされてい

る教科書はほかにもあったのでしょうか。 

 

  事務局   ： 歴史の教科書ですが、右端に歴史の年表が飾られていまして、今学ん

でいるところが日本の歴史の中のどのあたりかというのが分かりやすく

表記されています。これにつきましては、前回の４年前の検定のときよ

りも各社非常にたくさん工夫して取り入れられています。歴史の教科書

を調査された部会からの報告を聞いても、何社ということまでは資料を

持ち合わせていませんが、その数は間違いなく４年前に比べて増えてい

ます。右端という話がありましたが、左のページの下にあった教科書も

ありましたし、左上の各単元のタイトルがあってそこに年表があるなど、

今学んでいることがどの時代で、日本の歴史のどのあたりのことなのか

が分かるように、かなり工夫していただいているという印象です。その

中の１社が今の皆さんの手元にあるものです。 

 

  教育長   ： 選定された教科書の発行者が案の中に出ていますが、現在の発行者と

今回の選定結果で違いが出ているところがあれば教えてほしいです。 

 

  事務局   ： 現在市内の中学生が使っている教科書と出版社が変わる科目が２つあ

ります。美術と家庭の２つにつきましては、出版社が変わることになり

ます。ちなみに現在、美術につきましては日本文教出版、家庭につきま

しては東京書籍です。 

 

  教育長   ： 美術では先ほど日本の歴史的な絵や和紙などが入っていたのは印象的

で覚えています。もう１つ、技術・家庭の技術は東京書籍で、家庭は東

京書籍から教育図書に変わったということですが、技術と家庭の教科書

が違っても大丈夫でしょうか。 

 

  事務局   ： その点につきましては、採択協議会のときにも議論がありまして、実

際に県立学校においてもそのような採択の仕方をされているという点と、

そしてそれぞれ技術と家庭の指導されている方々が、それぞれ教科書が

違っても内容優先でやれば問題ないという確認をとっているところです。 

 

  Ａ委員   ： 調査については、各学校の専門の先生方が複数の目で長期間にわたっ

て慎重に審議されているということで、その内容については、第５ブロ



 

 

ックの子どもたちに適した教科書を選定されているのではないかと思い

ます。１点質問がありまして、教育環境というか直接教科書の内容とは

関係しないですが、先ほどから何回も出ていますように、近年 QR コード

が全ての教科書で活用されていて、より発展的で専門的な知識を教師は

もちろん、生徒たちも得られ、意欲によっては百科事典を何十冊も使っ

ているような感じでどんどん勉強できると思います。それを前提として、

それが叶うための教育環境の整備ということで米原市では早くから全員

がタブレットを活用できる教育環境を整備していただいていますし、

個々の話で統一できているとは限りませんが、家庭においてはスマホが

ある子どもたちもたくさんいると思います。これを授業の中で一斉に使

う場合はいいと思いますが、例えば社会で地図をもっと見てみたくて教

科書を持って帰って家で勉強したいと思った子どもたちが、タブレット

を持ち帰っていいですかと言ってきた場合に、タブレットを自由に持っ

て帰ったりすることができるのでしょうか。いろいろ条件はあると思い

ますが、現状としてそういう体制がとれているのかどうなのか、いずれ

は全ての子どもが Wi-Fi も含めて、そういう環境にあるべきだとは思い

ますが、まだ過渡期ということは分かっていますので、米原市の現状と

してそういう意欲を生み出すための教育環境、特にタブレット等がどう

いう状況になっているか教えてください。 

 

  事務局   ： 今回の教科書は４年前の教科書に比べて本当に QRコードが多くて調査

活動もかなり大変であったということでした。同時に子どもたちがどん

どん自分で自学自習ができるということで、本当に子どもたちの意欲を

満たすことができる教科書だと思っています。米原市におきましても、

タブレットの持ち帰りについては、積極的にやるようにと指導は行って

いるところですが、実態を確認しますと正直に言いまして、学校によっ

て差があったり、学校の中でも教員によって差があったり、毎日持って

帰ってというところまではなかなか行けていない状況です。その理由と

してタブレットが大きい、重たい、あるいは壊れたときの保険の話であ

るなど様々な理由があるのですが、そこは市としてもっと持ち帰り率を

上げていかなければならないと思っています。この夏休みにつきまして

は、全ての児童生徒が持ち帰るように指導しており、特にタブレットに

ついては子どもたちに悩み事があったときにメッセージを出していくと

いう手段となりますので、文部科学省からも持ち帰るようにという指導

を受けているところです。家庭によっては Wi-Fi 環境が整っていないと

ころもありますので、Wi-Fi ルーターの貸出しを教育委員会で行ってい

ます。実際にタブレットを持ち帰ってくださいということを学校に言い

ますと Wi-Fi ルーターの貸出し申請が来ますので、ちゃんとやってくれ



 

 

ているなということを我々も実感できているところです。実態としては

子どもたちが持ち帰りたいと言ったら持ち帰れる状況ではあると認識し

ています。 

 

  教育長   ： この教科書というのは授業中に使って教師が教えるのと同時に、家で

家庭学習をするものでもあります。そういう意味で先ほど言ったような

QR コードを使ってどんどんその世界に入っていくというのは、かつては

なかったことですので、各教科書会社も相当御苦労されて作っておられ

るのではないかと思いますし、今回調査研究した人たちにも相当御苦労

いただいたのではないかと思っています。 

 

原案承認 

 

  議案第 42 号 令和７年度中学校特別支援学級各教科用一般図書の採択について 

【学校教育課】 

   （内容） 令和７年度から４年間使用する中学校特別支援学級各教科の教科用一般図

書を別紙のとおり、採択することについて、委員会の議決を求めたいため、

この案を提出するものです。 

 

― 以下、議案に基づき説明 ― 

 

  Ａ委員   ： 教育委員をやらせてもらっている間に小学校、中学校を含めて何回か

この教科書採択に関わらせてもらっていて、その度にお話させてもらっ

ているので、もう何回もお聞きになった方もおられると思いますが、説

明がありましたように、こちらは特別支援学級、特に知的障害のある子

どもの教科書で、知的障害のない子どもは先ほどの教科書を使うことに

なります。この表の中身がどうということではないですが、これは教育

委員会事務局の方に配慮していただきたいことです。特別支援学級は子

ども１人１人で教科書が違っていて、一律で１年生は全員同じ教科書を

使うという体制ではないので、先生がいろいろと保護者と相談して慎重

に子どもたちの実態に応じて選択しなくてはいけません。例で言います

と国語の１年生で、１つは検定教科書の小学校４年生から中学校１年生

までのいずれかを使っていいですよとなっていて、次に一般図書、普通

の書店で売っているような本の中で、これを教科書として採用していい

ですよということが載っています。言葉の問題ですが、中学校１年生の

教科書として、小学校３年生という言葉がタイトルに入っている本を子

どもたちに教科書として渡していいですよということになっているので

すが、子どもたちがこのまま本を教科書だよと渡されてタイトルに小学



 

 

校３年生って書いてあるときにその子の気持ちや思いがどうなのか、そ

れは保護者も一緒だと思います。これを渡してはいけないということを

言っているのではなくて、子どもたちの思いや保護者の思いも図って、

慎重に考えながら、これが一番適していると思ったら使ったらいいと思

いますが、機械的にこれがあなたの教科書ですよということが無いよう

に子どもたちのことも考えていただきたいと思います。これは実際にあ

った例ですが、学校で保護者と十分相談して、こういう何歳児とか何年

生とかの文字がタイトルに書いてある本を渡そうとなったときに、良い

か悪いかは別として、ある中学校の先生は、全部それを綺麗にカッター

ナイフで切って、自分でもう一度そこを文章作ったり写真を貼ったりし

て、これがあなたの教科書ですというふうに渡したこともあるという話

を聞いたことがあります。それが良いからそうしなさいということじゃ

なく、そういう１つの例を参考にしながら、採択するときに十分配慮し

ていただきたいという願いです。これは冒頭に言いましたように、教育

委員会事務局の方が学校に指導していただくときに、十分考えてくださ

いということをお伝え願えればいいかなと思いました。 

 

原案承認 

 

  議案第 43 号 令和６年度米原市立小中学校結核対策委員会委員の選任について 

                                   【学校教育課】 

   （内容） 米原市付属機関設置条例(平成 28年米原市条例第３号)第４条第２項の規定

により、米原市立小中学校結核対策委員会委員を別紙のとおり委嘱したいの

で、この案を提出するものです。 

 

― 以下、議案に基づき説明 ― 

 

原案承認 

 

  議案第 44 号 米原市通学路交通安全対策推進会議設置要綱の一部改正について 

                                   【学校教育課】 

   （内容） 「米原市付属機関の設置および運営に関する基本方針」においては、本推

進会議が「付属機関」ではなく「懇談会等」に当たるため、その運営方法に合

わせて要綱を見直したところ、改正する必要が生じたことから、この案を提

出するものです。 

 

― 以下、議案に基づき説明 ― 

 



 

 

原案承認 

 

  議案第 45 号 米原市いじめ問題調査委員会委員の選任について    【学校教育課】 

   （内容） 米原市付属機関設置条例(平成 28年米原市条例第３号)第４条第２項の規定

により、米原市いじめ問題調査委員会委員を別紙のとおり委嘱したいので、

この案を提出するものです。 

        第３号委員に関しては、次回以降の定例教育委員会の議案とします。 

 

― 以下、議案に基づき説明 ― 

 

原案承認 

 

  議案第 46 号 米原市部活動地域移行検討委員会委員の選任について  【学校教育課】 

   （内容） 米原市付属機関設置条例(平成 28年米原市条例第３号)第４条第２項の規定

により、米原市部活動地域移行検討委員会委員を別紙のとおり委嘱したいの

で、この案を提出するものです。 

 

― 以下、議案に基づき説明 ― 

 

  事務局   ： 備考欄に「スポーツ少年団 団長」とありますが、本部長になります。 

 

  事務局   ： 再度確認して訂正させていただきます。 

 

原案承認 

 

  議案第 47 号 後援等名義使用承認（後援）について         【生涯学習課】 

        ○出張！お城ＥＸＰＯ in 滋賀・びわ湖 2024 

 

― 以下、議案に基づき説明 ― 

 

  教育長   ： 他の後援等申請依頼先が協力：滋賀県とありますが、これはどうなの

でしょうか。 

 

  事務局   ： 事業計画書の裏面を御覧いただきますと主催者が実行委員会、協力が

滋賀県、後援が今回は米原市が会場ということで米原市のみという形に

なっており、予算書を見ると県の補助金が 870 万円入れられている事業

ですので滋賀県は協力という形になっています。 

 



 

 

  教育長   ： 全県的な事業ですので、全ての市町の後援を取るものかと思い、お伺

いしました。 

 

原案承認 

 

  承認第７号 臨時代理の承認を求めることについて          【学校教育課】 

        （後援等名義使用承認（後援）について 令和６年度米原市教育会・教育

研究会合同講演会） 

   （内容） 令和６年６月 19日付け、米原市後援等名義使用承認申請書で令和６年度米

原市教育会・教育研究会 合同講演会の後援申請を、令和６年６月 28日に受

付けた。本事業については、教職員の情報交流やスキルアップを目的として

おり、本市の教育行政に有用な事業として、例年夏季休業期間中に開催され

ているが、講師および会場の調整が難航したため、令和６年第６回定例教育

委員会に諮ることができず、再度教育委員会を開く時間的余裕もないことか

ら、後援等名義使用の承認について臨時代理したので、米原市教育長に対す

る事務委任等に関する規則第４条第２項の規定により、この案を提出するも

のです。 

 

― 以下、議案に基づき説明 ― 

 

原案承認 

 

５ 報告事項 

  （１）山東図書館の臨時休館について                 【図 書 館】 

 

  教育長   ： 致し方ないことだと思いますので、その期間でしっかり終わりますよ

うよろしくお願いしたいと思います。 

 

  （２）後援等名義使用承認（後援）について 

     〇第 69 回滋賀県母親大会                   【教育総務課】 

     ○子育て学習会                       【教育総務課】 

     〇2024年度書き損じハガキ回収プログラム           【学校教育課】 

     〇ＭＯＡ美術館湖北児童作品展                【学校教育課】 

     〇令和６年（2024年）滋賀県中学校英語弁論大会第５ブロック大会 

                                   【学校教育課】 

     〇ぶんさん０歳児からのコンサート vol.４ 

       ぱふぉおーまんすと楽しむおーけすとら          【生涯学習課】 

     〇小・中学生無料招待事業「レイクスドリームパス」    【スポーツ推進課】 

 



 

 

６ 所属長報告 

  資料事前送付により説明省略 

 

７ 所属長に対する質疑 

  Ａ委員   ： ２点質問です。１点目は先ほどの報告事項の山東図書館の改修工事に

よる臨時休館についてで、８月 26 日から 10 月５日までと長期にわたっ

ていますが、それは致し方ないと思います。いつも利用されている方は

こういう文書等をお持ち帰りいただいたりできると思いますが、具体的

に広報の方法をどのようにして市民に周知されるか教えていただきたい

です。２点目、この間、はにわ館で行われた米原市芸術展覧会に毎年楽

しみに行かせてもらっています。素晴らしい作品がたくさんあって、非

常に上手だと思っていまして、そのあたりは素人なので分からないです

が、特に書は審査員が総評の中に全国展に出品しても通用するレベルの

高さを感じましたと書いておられました。また、絵画の展示されている

作品の中に私の知り合いの作品があり、そういった別の角度からも見て

いました。そこで、これはコンテストですので、入賞された方には賞状

かお知らせが当然行くと思いますが、それ以外に何かもらえるとかお金

が出るとかそんなことはないですよね。あくまで名誉として作品に対し

て、こういう評価をしましたということを、例えば市長名や教育長名で

出すようなことはあるかもしれませんが、それ以外に何か、広報で写真

で出すなど、そういうことがあるのかどうか教えてください。 

 

  事務局   ： 山東図書館の臨時休館の周知につきましては、来館されたお客様には

カウンターで１人ずつ伝えさせていただいています。それ以外の方につ

きましては、Web サイトや広報まいばら、伊吹山テレビの文字放送、ZTV

の番組でも周知に努めているところです。 

 

  事務局   ： 芸術展覧会の御質問につきまして、賞を取られた方は市展賞、教育長

賞、議長賞、後援会の賞、それから佳作という形になるんですが、賞状

とトロフィーを授与させていただいており、７月 14日に表彰式を行いま

した。そこで会場のスクリーンに映しながら表彰式を行っていますし、

議会広報では作品を掲載されています。さらに、市展賞についてはトッ

プということで５万円の賞金もあり、本当に高いレベルで競い合ってい

ただいています。 

 

  Ｂ委員   ： 学校教育課のいじめの報告についてです。１つは質問で、事案がたく

さん出ている中で、その中からこの事案を取上げた理由を教えていただ

きたいです。もう１つは、２つ目の事案で被害の子と加害の子が途中か



 

 

ら反対になってしまっている気がしますので教えていただきたいです。 

 

  事務局   ： １つ目の質問についてですが、まず６月の事案は中学校の報告が少な

かったため、小学校から２つ取上げています。１つ目の事案につきまし

ては、被害の子どもが今回初めて出てきた子ではないので、学校として

も頑張ってもらっていまして、１対４という構図になっているところが

あるので、頑張って指導しているところです。この後も継続するのでは

ないかという恐れがあり注視している事案ということで取上げさせてい

ただきました。２つ目の事案ですが、いじめとして認定したのがピンセ

ットの件ですので、逆になってしまっているか確認させていただきます。 

 

  Ｂ委員   ： もう１つ、学びっ子は元々は子どもたちや親から希望して受けられて

いると思いますが、先生から課題がある子もできるだけの参加できるよ

うに働きかけるということを話してくださっていたので、１学期の学び

っ子での子どもたちの様子などが分かれば教えていただきたいと思いま

す。 

 

  事務局   ： 現在把握できていませんので、次回説明させていただきたいと思いま

す。 

 

  Ｃ委員   ： 夏休みに入ったのでタブレットの使用状況を聞きたいと思います。先

ほど積極的に持ち帰るように市の方で進めているということでしたが、

具体的にどのように使用されているのか、夏休みが終わったら各学校に

聞いていただきたいと思います。今は少子化で同じ字で遊ぶことも少な

くて、我々の時代でしたら、ソフトボールなどをしていて夏休みにやる

ことがありましたが、今はそういったことは一切ないわけです。中学校

は部活がありますし、小学校でもスポーツ少年団などはありますが、そ

れに入っていない子は何もすることがないと思います。昔は夏休みでも

登校日があって時々学校に行って友達の顔を見て、コミュニケーション

を取ってということがありましたので、そういうところにも使われては

どうかなと思っています。また、宿題も見ていますとなんか少なくなっ

ているなと、多いのが良いわけではないですが、そういうところでもタ

ブレットから提出して進捗情報を確認するとか、何かそのような使い方

ができていけば細かくフォローができて、夏休みの最後に追い込みしな

くても済むかもしれませんし、何か新しい使い方ができたらいいなと思

います。 

 

  事務局   ： タブレットを用いた宿題などは学年が上がれば上がるほど、先生との



 

 

双方向でやっているようです。実態については把握できてないので、来

年度にタブレット端末を更新するということもあり、夏休みが終わった

段階でこの夏の使用実績を確認したいと思います。 

 

  Ｄ委員   ： もう１点、今日の教科書採択で見ていますと、確かに QR コードが増え

ていて、授業中にどう使うのかなという疑問を持ちました。先生は先生

で教えて、子どもたちが勝手にそれを調べるのかということもあります

ので、来年からこの教科書が使われるということなので、そのころの学

校訪問の時、そういう絞った見方で授業を見るということも良いのでは

ないかなと思いますので、また提案をしていただけるとありがたいと思

います。 

 

  事務局   ： 小学校の教科書改訂を去年行いまして、今年から小学校では新しい教

科書を使っており、既にその小学校の教科書は QR コードがかなり増えて

いる教科書ですので、この秋の教育委員会訪問の時にそれを使っている

ところを見ていただけるように案内したいと思いますので、その際に確

認していただけたらと思います。 

 

  Ｅ委員   ： 夏休みが始まりまして、特に中学生は結構個人でスマートフォンを持

っているので、それでやりとりして勉強しようとか遊ぼうとか連絡して

いますので、そのあたりを親としてはしっかり見ていこうと思います。

また、全国的に水の事故がすごく多いので、子どもたちだけでびわ湖や

川に泳ぎに行くということがないように注意して見ていきたいと思いま

す。 

 

８ 質疑応答 

 

９ その他 

 （１）令和６年第８回定例教育委員会の開催について 

    日 時：令和６年８月 19 日（月）午後３時 30 分から 

    場 所：米原市役所 コンベンションホール 

 

 （２）令和６年第９回定例教育委員会の開催について 

    日 時：令和６年９月 26 日（木）午後３時 30 分から 

    場 所：米原市役所 ３－Ａ，Ｂ会議室 

 

10 閉 会 

 以上をもって令和６年第７回定例教育委員会を午後３時 06 分に終了した。 


